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[要約] 

 沖縄県で医療機関が調査票に記録したハブ類咬症の受

傷や治療に関する情報のうち，1977－2015 年の間のハ

ブ 2730 件，サキシマハブ 1388 件，ヒメハブ 469 件に

ついて，咬症発生状況の各項目について 39 年を 3 分割

した時代間，ならびにヘビ種の間で，咬症頻度の比較を

行った． 

 咬症頻度は時代の経過に伴って，受傷場所では庭など

と他の畑が増加傾向を示し，室内とパイン畑・田，キビ

畑で減少傾向が認められた．また，受傷者の年齢は 0－

19 歳が初期に高頻度で，70－99 歳が増加傾向を示した． 

 以下では，加害 3 種の間の頻度の差異を示す．高頻度

の季節はサキシマハブでは冬期，ヒメハブでは 10 月で，

低頻度の季節はハブでは冬期，ヒメハブでは初夏，サキ

シマハブでは秋期であった．高頻度の時刻はハブでは夜

間，サキシマハブでは日中午後，ヒメハブでは日中午前

で，低頻度の時刻はハブでは日中とヒメハブでは夜前半

であった． 

高頻度の受傷場所はハブでは室内，サキシマハブではパ

イン畑・田，ヒメハブでは他の畑，低頻度の受傷場所は

ハブでは他の畑，ヒメハブでは農道と他の道であった．

受傷時の人の活動別における高頻度はハブでは室内の活

動とハブ扱い中，サキシマハブではキビ刈り中，ヒメハ

ブでは他の農作業中と草刈中で，低頻度の場所はハブで

は草刈中，ヒメハブでは通行中とキビ刈り中であった． 

 受傷者の性別での男の頻度はハブで高頻度，ヒメハブ

で低頻度であった．高頻度の受傷者の年齢はハブでは若

齢，ヒメハブでは高齢で，低頻度の年齢はヒメハブでは 

0－49 歳であった．高頻度の受傷部位はハブでは前腕，

上腕，下腿，大腿，頭部，サキシマハブでは足指，ヒメ

ハブでは手指で，低頻度の受傷部位はハブでは手指，ヒ

メハブでは前腕であった． 
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